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１．概要（Summary） 

酸化チタン上で細胞を培養ができれば、パターニング

により成長をコントロールできる。今回は酸化チタン上で

細胞が培養できるかを検証した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

イオンビームスパッタ装置 

【実験方法】 

細胞非接着性になるよう処理を施した酸化チタン薄膜

に光を当てて細胞接着性へと変化させる。そこに細胞を

播き、培養する。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 ラット副腎褐色細胞種を任意の領域にのみ接着させ

ることを達成した。同様に行うことで、神経細胞を接着でき

るのではないかと考察できる。 

 

Fig. 1 Cells adhered to a TiO2 film. 

 

 

Fig. 2 Cells adhered to the position of the pattern 

irradiated with light. 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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６．関連特許（Patent） 
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